
確率統計問題集（第 2 版） 正誤表 

本書の内容に以下の誤りがございました。お詫びして訂正いたします。 
お手持ちの本の「刷数」とこの表の「該当刷数」が一致する箇所をご参照ください。お手持ちの本の「刷数」の調べ方はこちら 

（2025 年 6 月 25 日更新） 

該当刷数 頁 行数など 誤 正 
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3 行目 
…，不偏推定量により点推定せよ． …，不偏推定値により点推定せよ． 

1 56 Q7.6（1） µ とσ 2 の不偏推定量を求めよ． µ とσ 2 の不偏推定値を求めよ． 
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網掛け内の

表の見出し 
  NB B B1 2   計   sB B B1 2   計 

https://www.morikita.co.jp/storage/documents/%E5%88%B7%E6%95%B0%E3%81%AE%E8%AA%BF%E3%81%B9%E6%96%B9.pdf


該当刷数 頁 行数など 誤 正 

1 62 1 行目 …仮定すると， 
…仮定すると，性質 i jA Bと をもつ期待度数は
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Q8.3 

2 行目 
…，分散は 300 であった． …，不偏分散は 320 であった． 

1,2 63 
Q8.5 

3 行目 
…，分散は 13.52となった． …，標本分散は 13.52となった． 

1,2 64 
Q8.9 

1 行目と表 

日本国内のカマキリの体長の雌雄による違いがあるかを… 

 

 

日本国内のカマキリの体長[mm]の雌雄による違いがあるかを… 
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3 行目と表 

…，引張強度について次のデータを得た． 

 

 

…，引張強度[N/mm2]について次のデータを得た． 
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例題 8.1 
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該当刷数 頁 行数など 誤 正 

1,2 66 
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4～5 行目と

表 

…，合板破壊時の圧力を測定し… 

 

 

…，合板破壊時の圧力[kg/cm2]を測定し… 
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解 7 行目 
棄却域は .z >1 960であり，… 棄却域は .z 1 960≧ であり，… 
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6 行目 

（右辺の分子） 
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5 行目 
棄却域は， ( ). .z =0 05 1 645から .z >1 645 で 棄却域は， ( ). .z =0 05 1 645から .z 1 645≧ で 
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該当刷数 頁 行数など 誤 正 
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6 行目 
棄却域は ( ). .t t => 15 0 10 1 753 で 棄却域は ( ). .t t =15 0 10 1 753≧ で 
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6 行目 
棄却域は .z >1 960であり，… 棄却域は .z 1 960≧ であり，… 
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7～8 行目 

…，棄却域は .Z −1 645≦ である． . , .u u= =2 2
1 211 2 12 5 であるから Z

の実現値は… 
…，棄却域は .z −1 645≦ である．Z の実現値は… 

1,2 98 
8.10 

9～11 行目 

,u u ×= =× =2 2 2 2
1 2

17 25420 5
16 2

2 28
4

 

.= 816 67 であるから，F の実現値は f =  

.
.

816 67 1 92
425

≒ であり，… 

,u u= = =2 2 2 2
1 2020 4 280  

=784 であるから，F の実現値は f =  

.
784 1 96
400

≒ であり，… 

1 99 
8.12 

3 行目 
T =  X =  
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5 行目 
( ). .t χ =2

4 0 05 9 488≧ である． ( ). .x χ =2
4 0 05 9 488≧ である． 
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3～4 行目 

である．よって T の実現値は， 
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3 行目 
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1 100 8 行目 … .z >1 960である． … .z 1 960≧ である． 

 


